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令和６年６月定例会は６月１１日から６月２１日までの１１日間にわたって開かれました。
　市長より条例の一部改正、令和６年度一般会計補正予算及び国民健康保険特別会計補正予
算などの議案が提出され、原案のとおり可決しました。また、議員発議による意見書提出の
議案が提出され、原案のとおり可決しました。

６月定例会のあらまし６月定例会のあらまし

○旧広瀬小学校解体工事請負契約・田村地方衛生処理センター解体撤去工事
　（2 期工事）請負契約について

契約の名称 旧広瀬小学校解体工事
契約方法 条件付き一般競争入札による契約
契約金額 １億７, ２７０万円

契約の相手方
滝根町広瀬字石崎 24 番地
　桜田工業株式会社
　　代表取締役　桜田　善保

　旧広瀬小学校解体工事請負契約・田村地方衛生処理セン
ター解体撤去工事（2 期工事）請負契約について、議会の
議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例
の規定（予定価格１億５, ０００万円以上）により、議会
の議決を求めるものであり、原案のとおり可決しました。

○財産の取得
取得する財産 消防ポンプ車　1 台

取得の方法 条件付き一般競争入札による契約
契約金額 ２, ５６０万８千円

契約の相手方
船引町船引字北町通 47 番地
　有限会社　渡辺鉄工消防用品
　　代表取締役　渡辺　広

旧広瀬小学校旧広瀬小学校

財産の取得について、地方自治法及び議会の議決に
付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の
規定（予定価格２，０００万円以上）により、議会の
議決を求めるものであり、原案のとおり可決しました。
　詳細は、右記のとおりです。

契約の名称 田村地方衛生処理センター解体撤去工事（2 期
工事）請負契約

契約方法 条件付き一般競争入札による契約
契約金額 ３億７, ７３０万円

契約の相手方
滝根町菅谷字沖田 15 番地
　富士工業株式会社
　　代表取締役　猪狩　恭典

田村地方衛生処理センター田村地方衛生処理センター
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○一般会計補正予算（第１号）

補正額（補正後予算総額） 補正の主な内容（歳出）
事　業　名 補　正　額

５億５, ０７９万４千円増
（２６６億５, ０７９万４千円）

田村市滝根 B ＆ G 海洋センター改修事業 　　　２, ６７０万円

定額減税補足給付金（調整給付） ２億　　 ６１５万７千円

価格高騰重点支援給付金 １億　３, ０００万円

価格高騰重点支援給付金（こども加算分） 　　　　 ７５０万円

消防団設備整備事業 　　  １, ３７０万９千円

○特別会計補正予算

会　計　名　称 補　正　額 補正後予算総額

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） △８, ５８３万９千円 ３４億７, ３６６万１千円

○令和６年度補正予算

令和６年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算が提出され、原案のとおり可決されました。各会計補
正予算の主な内容は、次のとおりです。

６月定例会において、陳情 6 件が審議され、5 件が採択、１件が継続審査となりました。
　内容は次のとおりです。　内容は次のとおりです。

陳　情陳　情

◎◎ 請願・陳情審査結果 ◎◎◎◎ 請願・陳情審査結果 ◎◎

【採択】○福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出陳情書
　　陳情者　　日本労働組合総連合会福島県連合会田村地区連合会　議長　樽井　義成

【採択】○「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援
　　　　　  を求める意見書」の提出を求める陳情書

　　陳情者　　福島県教職員組合　中央執行委員長　瀬戸　禎子

【採択】○「市内の主な公共施設の分煙環境整備」について
　　陳情者　　船引町たばこ耕作振興協議会　会長　渡辺　文武　ほか 3 名

【継続審査】○「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正」について
　　陳情者　　日本国民救援会福島県本部　郡山支部　佐藤　真由美

【採択】○国に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出についての陳情
　　陳情者　　新日本婦人の会船引班　代表　鹿又　智子

【採択】○子どものために保育士配置基準の引き上げと、労働条件改善による保育士の増員を
　　　　　 求める意見書の提出を求める陳情書

　　陳情者　　福島県保育連絡会　代表者　大宮　勇雄

【請願取下げ】※ 1　○田村市文化財・宇佐神社の運営に係るご支援について
　　請願者　　先﨑　徳一　ほか 6 名　紹介議員　大和田　博

請　願請　願

※ 1　令和 6 年 6 月 20 日付で請願者より、請願書取下申出書の提出があり、6 月 21 日の本
会議にて許可されたため、「田村市文化財・宇佐神社の運営に係るご支援について」の請願は取
り下げとなりました。
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◎◎ 議員発議による意見書 ◎◎◎◎ 議員発議による意見書 ◎◎
　６月定例会において、議員発議による意見書提出の議案 4 件が審議され、原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。

○福島県最低賃金の引上げと早期発効を求める意見書
　提出先　内閣総理大臣、厚生労働大臣、福島労働局長

○「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書
　提出先　復興大臣、文部科学大臣、総務大臣、財務大臣

●「市内の主な公共施設の分煙環境整備」について●「市内の主な公共施設の分煙環境整備」について

反　対　討　論反　対　討　論

蒲生　康博　議員

　第二種施設であるあぶくま洞については、施設を管理する人員がいるため喫煙専用施設の設置
も可能かもしれないが、市内のすべての駅は無人駅となっている。そのような施設に喫煙専用施
設を設置して、誰が管理するのか。
　本陳情は、すべての公共施設を対象としているが、各施設の状況を鑑みる必要があると考える。
　以上のことから反対する。

「市内の主な公共施設の分煙環境整備」についての陳情書（要旨）

○学校給食費無償化を実施することを求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

○保育士の職員配置基準の速やかな引上げと労働条件改善を求める意見書
　提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣
　　　　　内閣府特命担当大臣（こども政策）、こども家庭庁長官

　田村市においては令和２年７月に「田村市受動喫煙の防止に関する条例」を施行し、行政庁舎を
はじめとする第一種施設に該当する公共施設を禁煙としているほか、駅前等の関係施設をはじめと
する第二種施設及びその他の施設に該当する公共施設や歩道についても禁煙とするなど、国法の規
制内容を著しく上回り「公共施設敷地からの喫煙者排除」「喫煙環境の整備等は民間に丸投げ」とも
受け取れる措置がとられています。
　令和５年６月議会において、「分煙環境について」が発議され、賛成多数で可決されました。
　このような状況を踏まえて、「望まない受動喫煙を防止し、喫煙者も非喫煙者もお互いが気持ちよ
く生活できるよう、分煙環境を整備」していただきたく、切にお願い申し上げます。

「市内の主な公共施設の分煙環境整備」についての陳情書は船引町たばこ耕作振興協議会等から
提出があり、本会議での審議の過程で討論が行われ、採決の結果、原案のとおり可決しました。
　討論の内容は次のとおりです。

　第一種施設の田村市本庁舎には、お年寄りから
妊婦、子どもまでの多くの市民が来庁する。そ
のような施設に喫煙所を設置することは、健康
長寿社会を目指している田村市民の賛同を得ら
れると思えない。
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※意見が分かれた議案について掲載しました。
６月定例会賛否一覧表

○：賛成　●：反対

管野　公治　議員

議案等名

会派名

議
決
結
果

賛
成：反対

政友会 至誠会 市民 net
たむら

改革
未来

たむら
無会派

議員名

猪
　
瀬
　
　
　
明

蒲
　
生
　
康
　
博

大
河
原
　
孝
　
志

吉
　
田
　
一
　
雄
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井
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大
　
橋
　
幹
　
一

陳情第３号
「市内の主な公共施設の分煙環境
整備」について

可決 9 ： 7 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇

　賛　成　討　論賛　成　討　論

起立採決の様子起立採決の様子

　分煙施設を整備することにより、「望まない受動喫煙」を防止するだけでなく、環境美化や喫煙
マナーの向上が見込まれる。
　他の観光施設などは分煙環境の整備が進んでいる。市役所においても敷地内全面禁煙としてい
たが、駐車場内に分煙施設を設置する自治体もある。
　田村市の公共施設及び観光施設並びにスポーツ施設の来訪者のためにも分煙環境の整備は必要
不可欠である。
　以上のことから賛成する。

　健康増進法においては、受動喫煙が他人に与え
る健康影響と喫煙者が一定数いる現状を踏まえ、
受動喫煙をなくすことを基本的考えとしている。
国及び地方公共団体の責務として「望まない受動
喫煙」が生じないよう、総合かつ効果的に推進す
ることが定められている。
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一般質問一覧表一般質問一覧表
議　員　名 質　　問　　事　　項 ページ

一般質問

吉田　文夫議員
第 9 期介護保険事業計画について
エコノミックガーデニング事業について P7
教育振興策について 〃

佐藤　重実議員
消防行政について 〃
田村広域行政組合の解散後の業務について
小学校統合後の経過状況について P7

蒲生　康博議員
田村市の教育と教員の働き方改革について P8
田村市の水道事業について 〃
犯罪被害者等の支援について 〃

二瓶恵美子議員

田村市エコノミックガーデニング事業について
市職員について P8
学校給食について 〃
市内観光事業について

吉田　一雄議員
人口減少対策について
田村市立地適正化計画について P9
農業支援対策について 〃

大河原孝志議員

高齢者の日常生活支援について
児童生徒の心のケアについて P9
都路地区に整備中の「復興農場」について 〃
空き家対策について

渡邉　照雄議員

子宮頸がんワクチン接種再開後の状況について
子育て支援について P10
物価高騰対応給付金の進捗状況について 〃
生涯学習等複合施設について
窓口対応について

管野　公治議員
災害対策について P10
ふるさと納税について 〃
公共事業について

石井　忠治議員

太陽光発電施設の設置に係る関係条例等（条例、施行規則等）の
早期制定について P11

帯状疱疹ワクチン任意予防接種費用助成事業の創設について 〃
新たな有害鳥獣の駆除について

橋本　紀一議員
大越町内の市道整備について P11
老人憩の家寿楽荘の運営状況について 〃

半谷　理孝議員

分煙環境の整備について
水道事業について
空校舎について P12
人口減少対策について 〃

　議員ごとに質問事項（下表）を掲載しております。掲載ペー
ジのない質問内容は、田村市議会 YouTube をご利用ください。
　また、令和 5 年度より代表質問は９月定例会及び３月定例
会のみ実施となりました。

※代表質問や一般質問の方の欄にＱＲコードが掲載されています。スマートフォンなどで読み取ると、
　YouTube の録画映像にアクセスできますのでご活用ください。
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①持続的な経済成長のための新たな産業の創出は。
②産業構造としての製造業以外の市の特徴を生かし
た産業振興は。

答答

問

エコノミックガーデニング事業について

（市長）

新たな産業の創出は。

創業支援に努めて
いきます。

　事務負担軽減のための校務支援システムを導入し
て学校の事務処理効率化を図り、教職員一人ひとり
の時間外勤務時間を把握しながら、勤務内容の精選
に努める指導をしております。
　各学校においては、会議資料や保護者通知のペー
パーレス化、各種アンケート調査のデジタル化、ノー
残業デーの確実な実施や、部活動休養日の設定など
で、これまでの働き方を見直して、長時間の勤務を
することのないよう努めております。

教員の働き方改革は。

答答

問

教育振興策について

（教育長）

　団員の出動手当は、田村市消防団設置等に関する
条例により、火災・水害いずれの出動においても１
回あたり１，０００円と定めております。
　消防庁では多様化する消防団の役割を踏まえ、令
和３年４月に「非常勤消防団員の報酬等の基準」を
定めており、出動手当の標準額は１日当たり８，
０００円としております。
　市ではこれまで、消防団員の生命と身体を守るた
め消防団員の装備の充実を優先に進めており、装備
が整った後に手当の見直しを行うこととしておりま
したが、本年度で計画している装備品の整備が概ね
終了する見込みとなったことから、今後出動手当の
見直しに着手してまいります。

消防団員の出動手当の改善は。

答答

問

消防行政について

（市長）

消防団員の出動 
手当の改善は。

見直しに着手して
いきます。

佐藤　重実議員佐藤　重実議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから 吉田　文夫議員吉田　文夫議員

小学校統合後の経過状況について
問 美山小学校の教育環境を踏まえた不登校児童の学校と

しての取組みは。

答答（教育長）
　美山小学校は統合校として２年目を迎えますが、
子どもたちは多くの友達と関わることで、競争意識
が芽生え、向上心やたくましさが身についてきてお
ります。
　保護者や地域の方からは、子どもの数が増え、他
の地区の行事に参加する子どもも多く、地域間交流
が盛んになり、行事などに活気が出てきたと伺って
おります。
　教員としては、複式学級が解消されたことで、子
どもたち一人ひとりと関わる時間が増え、より一層
きめ細やかな指導ができるようになっております。
　市教育委員会といたしましては、今後も、子ども
たち一人ひとりに寄り添いながら、不登校防止をは
じめ、学力の向上と豊かな心が育まれる教育活動が
展開できるよう、指導助言をしてまいります。

　昨年度実施した企業等現状把握分析や地域経済
調査による分析結果から、令和２年度における市
の部門別生産額の構成比は、製造業と建設業が
６０．６％であり、県の４１．３％と比較し高い割合
となっております。
　市といたしましては、持続的な経済成長のために
製造業や建設業以外での産業集積も必要と考えてお
り、既に医療機器の開発事業所や美容関連事業所な
どの開設もありますので、今後も新たな産業の創業
支援に努めてまいります。
　農林水産分野における市の部門別生産額の構成比
は４．５％であり、県の１．６％と比較し高い割合と
なっております。
　市の農業が今後も成長していくためには、農産物
の高付加価値化が必要不可欠であり、これまでも
国、県の支援を受けながら地域の特性を生かした、
収益性の高い園芸作物の育成や生産工程管理、６ 
次化の推進などに取組んでまいりました。
　農業は中山間に位置する本市にとって重要な産業
であると認識しておりますので、引き続き市の特徴
を生かしながら産業の振興に努めてまいります。

タブレットを活用した授業の様子タブレットを活用した授業の様子

令和 6年度春季検閲令和 6年度春季検閲

①

②
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　昨年度、教育活動がコロナ禍前の状況に戻りまし
たが、市教員の時間外勤務時間の１か月あたりの平
均は、前年度と比較して、小学校が１．５ 時間増加、
中学校が１．５時間減少となっており、働き方改革
の機運が高まりつつあると認識しております。
今後も、県教育委員会が策定した「教職員働き方改
革アクションプラン」を参考に、教職員の働き方改
革をより一層推進し、質の高い教育活動の実現のた
めに、教職員の実態やニーズに応じた多様な研修な
どの機会を設定してまいります。
　東大１０人構想は、教員が高い資質・能力を有す
る子どもたちと向き合い、将来の田村市を担う人材
育成を目指しており、教員にとっては、授業変革が
求められていることから、教材研究等で多少の負担
は生じるものの、校務支援システムの導入、保護者
通知のペーパーレス化や、部活動休養日の設定など
の働き方改革に取組んでおり、全体的には影響はな
いものと認識しております。

①働き方改革の現状と今後の方向性は。
②東大１０人構想への影響とその対策は。

答答

問

田村市の教育と教員の働き方改革について

（教育長）

教員の働き方改革
の現状は。

働き方改革の機運が高ま
りつつあると認識してい
ます。

蒲生　康博議員蒲生　康博議員

　管路の老朽化率については、令和４年度末で法
定耐用年数４０年を超えた管路延長の割合を示す
法定管路経年化率が３．８％であり、耐震適合性の
ある基幹管路の割合を示す耐震化率については、
４１．３％であります。

管路の老朽化率と耐震化率は。

答答
問

水道事業について

（上下水道局長）

　市では、児童生徒が食についての認識を深め、心
身ともに健全な成長を図り、生涯にわたって健康
で生き生きとした生活を送ることができるよう、
田村市学校給食センター運営方針に基づき、４
つの献立方針を定めて給食を提供しております。 
　一つ目は、適正な栄養バランスと摂取量の確保、
二つ目は、季節行事献立や希望献立の活用、三つ目
は、嗜好調査の実施、四つ目は、地場産品の活用で
あります。今後も、学校給食センター運営委員会に
おいて、学校給食に関する基本的事項を審議し、学
校給食センターと学校、幼稚園との連携を密にし
て、健やかな成長を促す効果的な給食の提供と給食
内容の充実を図ってまいります。

学校給食について

（教育長）

給食献立が成長過程
に与える影響は。

給食内容の充実を
図っています。

給食献立が成長過程に与える影響は。

二瓶恵美子議員二瓶恵美子議員

答答
問

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　犯罪の多様化、深刻化が進み、誰もが犯罪被害者
になり得るなかで、被害に遭われた方の状況をよく
理解し、配慮した対応を心がけることは社会全体で
取組むべき課題といえます。
県が犯罪被害者条例を制定し、県警察本部も自治体
での条例等制定を推進していることからも、経済面
や住居面などの支援にとどまらず、直接的な被害を
受けた後の二次被害を生じさせることのないよう、
法令制定に向けた検討とともに、適切な支援ができ
る仕組みづくりに取組んでまいります。

今後の支援制度のあり方は。
答答
問

犯罪被害者等の支援について

（市長）

　顧客などから理不尽な要求やクレームを突きつけ
られるカスタマーハラスメントが自治体にも広がっ
ていることを新聞等の報道で認識しております。
　市の実態としては、お客様からの電話や来庁者へ
の長時間の応対などの実例が報告されております
が、その行為がクレームの範囲を超え、要求内容や
態様が不当であり、カスタマーハラスメントに該当
するとの報告には至っておりません。
　しかしながら、クレームなのか、カスタマーハラ
スメントなのか判然としない事例が増えつつあると
いうことも事実ですので、カスタマーハラスメント
の発生を未然に防止する職場環境づくりが大変重要
であると考えております。
　市では、昨年度から防犯カメラを本庁舎内に設置
しておりますが、今後は、窓口での対応を録画・録
音できるカメラの設置や、電話対応録音機能による
対策などを検討してまいります。

市職員について

（総務部長）答答

問 職員に対するカスタマーハラスメント（※ 1）の実
態と対策は。

滝根小学校給食時の様子滝根小学校給食時の様子

※ 1　顧客等からのクレーム・言動の要求内容の妥当性に照ら 
　　して、要求を実現するための手段が社会通念上不相当なも 
　　のであり、労働者の就業環境が害されるもの。

①

②
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　昨年１２月に実施した自動運転バス実証調査の結果
や乗車後のアンケート調査などから、運行本数の少な
さ、ＪＲの発着時間との接続、日常利用者が少ないな
どの課題に対応するため、本年度は、昨年度の運行ルー
トに加え、別の自動運転バスによる反対周りのルート
を計画しております。バス２ 台で右回り、左回りを
運行することで、目的地までの時間短縮が図られると
ともに、目的地までの移動の選択肢が増え、利用者の
利便性も向上し、日常利用者の増加につながるものと
期待しております。
　実証運行の時期・期間については、本年９月頃に２
週間程度を予定しております。
　実証運行後は、実証調査の結果を踏まえ、自動運転
レベル４の自動運転バスが実装できるエリアであるこ
と、利用者の利便性向上につながりニーズがあるこ
と、実装後のランニングコストの財源が確保できるこ
となどを総合的に検証し、来年度以降の自動運転レベ
ル４の実装を検討してまいります。

答答
問

田村市立地適正化計画について

（副市長）

自動運転バスの
今後の展開は。

実証運行を予定し
ています。

　市では、いじめや悩みに関する定期調査を７月、
１１月、３月に実施しており、昨年度の悩み相談を
含めた、いじめ認知件数は、小学校が５１４件、中
学校が４０件でありましたが、３件の経過観察以外
は、既に解消しております。

答答

問

児童生徒の心のケアについて

（教育長）

いじめや悩み相談
の状況は。

認知件数は５５４
件です。

大河原孝志議員大河原孝志議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから 吉田　一雄議員吉田　一雄議員

自動運転バスの実用化に向けた今後の展開は。

　市の耕作放棄地面積については、２０１５年農林業セン
サス調査から、２，００５ha となっており、うち、遊休農
地面積については、令和３年度７４７．６ha、令和４年度
７３５．１ha、昨年度７１２．１ha となっております。
　なお、市ではこれまで遊休農地等の再生を目的とし、県
補助金と市単独事業を活用した、遊休農地等再生対策支援
事業を実施しており、本事業を活用して再生された面積
は、令和３年度５．６５ha、令和４年度１．８６ha、昨年度
４．１８ha となっております。
　引き続き、関係機関と連携しながら、遊休農地の解消に
向けた取組みに努めてまいります。

答答
問

農業支援対策について

（産業部長）
耕作放棄地及び遊休農地の再生利用状況と今後の考えは。

いじめや悩み相談の状況は。

　都路町古道地区に整備を進めている仮称震災復興
農場の事業規模は、開発面積２２．７ha で、飼養規
模は、乳牛１，２００頭、和牛繁殖牛５０頭、哺育・
育成牛１，４００頭の合計２，６５０頭を予定してお
ります。
　稼働時期については、令和７年４月に一部稼働を
開始し、令和１０年度の本格稼働を予定しておりま
す。
　これまでに、進入道路設置工事及び敷地造成工事
が進められ、今月からは令和７年３月に完成予定の
畜産施設の１期工事も始まり、従業員の採用予定数
は、最大約４０人を計画していると伺っておりま
す。

答答

問

都路地区に整備中の「復興農場」について

（産業部長）

①事業規模、稼働時期及び従業員の採用予定数は。
②農場で生産した堆肥を農地に還元する取組みは。

　施設で発生した家畜ふん尿は、農場内に整備する
処理施設で堆肥化し、生産された堆肥の一部を農場
内で活用するとともに、被災１２市町村内の飼料作
物生産者、飼料作物以外の耕種農家や園芸農家に供
給する計画であります。
　なお、事業の実施主体であるＪＡ全農福島から
は、堆肥の農地還元といった耕畜連携の取組みにつ
いて、県及びＪＡなどの関係機関と連携しながら、
体制整備を進めていくと伺っております。

自動運転バス利用時の様子自動運転バス利用時の様子

復興農場復興農場

①

②
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　おひさまドームの愛称で昨年４月２９日にオープ
ン以来、本年３月末日までで、３万１，６３６人に
ご利用いただいております。
　利用状況の内訳は、１日平均１１１人の利用で、
市内の利用者が６７％、市外の利用者が３３％、ま
た、利用日の割合は、平日３５％、土日６５％、利
用した年齢層は、未就学児と保護者で約９割、小学
生が１割となっております。
　利用状況から見えてきた課題は、平日の利用が少
ないことと小学生の利用が少ないことと考えており
ます。
　平日の利用者を増やす対策としましては、「お
ひさまドーム」をより多くの方に知ってもらう
こ と と 考 え、 施 設 や イ ベ ン ト 情 報 を Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ
や 市 政 だ よ り を 活 用 し て 周 知 し て ま い り ま す。 
　小学生の利用者を増やす対策としましては、小学
生にも楽しく参加できるイベントを定期的に実施し
ていくことと考え、先月、新たな試みとして、市内
のスポーツ少年団の体験会を実施したところです。

屋内こども遊び場の利用状況と課題は。

答答
問

子育て支援について

（市長）

屋内こども遊び場
の課題は。

平日の利用と小学生の
利用が少ないことで
す。

管野　公治議員管野　公治議員

　近年の自然災害等の多発化・激甚化により、国の
法改正や防災基本計画の改定が毎年のように行われ
ている状況を踏まえ、本年度と来年度の２か年で本
計画を改訂することとしており、職員数の減少によ
る災害対応体制などの見直しや、市が重点施策とし
て取組んでいる、自主防災組織の支援なども計画に
反映することとしております。
　地域防災計画の施策として、自主防災組織の育成
充実は、地域防災力向上の最優先事業であり、全行
政区を対象として、設立を促進してきた結果、昨年
度までに３０団体が組織されたところであり、本年
度は新たに１０団体の設立支援を目標としておりま
す。
　また、県の支援事業活用や、市の防災アドバイ
ザー派遣事業により、行政区役員の方々などを対象
に、自主防災活動の進め方や、地域でどのように災
害に備えていくかなどを話合うワークショップなど
を実施し、全行政区での自主防災組織設立となるよ
う計画を推進し、地域防災力の向上に努めてまいり
ます。

地域防災計画の進捗状況は。

答答
問

災害対策について

（市長）

地域防災計画の進捗
状況は。

本 年 度 と 来 年 度 の 
２か年で改訂します。

渡邉　照雄議員渡邉　照雄議員
録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから

　昨年度における、住民税非課税世帯及び住民税
均等割のみ課税世帯に対する給付事業は完了して
おります。各給付金の給付実績は、住民税非課税
世帯が、１世帯あたり３万円と７万円の２回にわ
たる実施により、３万円給付の対象は２，９８２
世帯、給付を受けた世帯は２，８２１世帯、給付率
は９４．６０％、７万円給付の対象は２，９７９世
帯、給付を受けた世帯は２，９２３世帯、給付率は
９８．１２％であります。
　住民税均等割のみ課税世帯に対する１世帯あたり
１０万円の給付は、対象が８０１世帯、給付を受け
た世帯は７８５世帯、給付率は９８％であります。

住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯
に対する本市の給付状況は。

答答

問

物価高騰対応給付金の進捗状況について

（副市長）

　昨年度の納税額は、１億４，２３５万７，９００円
であります｡
　返礼品については、９，３３２件発送しており、
主なものとして分類別では米が最も多く３，６８６
件、納税額は５，５９０万４千円、全体の約４０％
を占めております。次いで、肉が１，５４９件、納
税額は２，９８７万１千円、果物が１，９１９件、納
税額は２，５１７万６千円であります。
　本年度の納税目標額は１億７，０００万円であ
り、人気の高い米、肉、果物について、さらなる返
礼品の充実を図るとともに、返礼品の拡充に向けた
トップセールスを実施していきたいと考えておりま
す。
　また、ふるさと納税による来訪者を増やす取組み
として、市内宿泊施設やキャンプ場の宿泊券のほ
か、昆虫採集のツアーチケットなど体験型の返礼品
を増やすことで、目標の進捗を図ってまいります。

①昨年度の納税額の実績は。
②昨年度の返礼品の実績は。
③本年度のふるさと納税目標額達成のための取組み
は。

答答

問

ふるさと納税について

（総務部長）
スポーツ少年団体験会スポーツ少年団体験会

①

②

③
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　太陽光発電施設はクリーンエネルギーへの転換、
遊休地の活用、災害時のライフラインの安定的な確
保などの利点がある一方で、土砂災害の危険性、景
観の悪化、施設管理不足による近隣住民とのトラブ
ルなど、生活に悪影響を及ぼす可能性もかねてより
指摘されております。
　関係条例等の早期制定の必要性につきましては、
庁内関係部署間の検討結果や国、他の自治体の動向
及び地域の現状を見ながら、景観資源を保全しつつ
再生可能エネルギーと共存できるまちづくりととも
に検討しております。

関係条例等の早期制定の必要性は。

答答
問

太陽光発電施設の設置に係る関係条例等の
早期制定について

（市長）

関係条例等の早期制
定の必要性は。

地域の現状を見ながら、
検討していきます。

石井　忠治議員石井　忠治議員

大越町内の市道整備について

来年度以降の計画は。

交付金の要望活動を行
い、実施していきます。

　令和３年度の入場者延べ人数は、２，５４２人、
令和４年度は、３，３４９人、昨年度は、１，７６４
人であります。
なお、昨年度につきましては、寿楽荘敷地内のポン
プ室建屋火災により、昨年８月１２日から本年２月
２６日までの間、修繕工事等により休館を余儀なく
されたため、利用実績としては下がっております。
　老人憩の家は、高齢者に対し、教養の向上やレク
リエーション等のための場を提供し、健康増進を図
ることを目的として設置しております。
　「老人クラブの活動の場」として設置された経過
を踏まえ、老人クラブの活動を優先しながら、高齢
者健康長寿サポート事業による利用者の増加につな
げたいと考えております。

答答

問

老人憩の家寿楽荘の運営状況について

（保健福祉部長）

録画映像は
こちらから

録画映像は
こちらから橋本　紀一議員橋本　紀一議員

　接種費用は、一般財団法人 阪大微生物病研究会
によりますと、生ワクチン１回接種分で７，０００
円から１万円程度、不活化ワクチンは２回接種分と
して、４万円から６万円程度となっており、各医療
機関により接種費用は異なります。
　予防接種費用助成事業による市民の健康増進につ
いては、予防接種により市民の免疫水準を維持し、
多くの方が帯状疱疹の発症を予防し、さらに重症化
予防につながることなどが、市民の健康管理及び増
進に期待される効果と認識しております。
　現在、帯状疱疹ワクチンの定期予防接種化に向け
て、厚生労働省所管の「厚生科学審議会予防接種・
ワクチン分科会予防接種基本方針部会ワクチン評価
に関する小委員会」において、ワクチンの効果やそ
の持続期間、導入に最適な対象年齢、２種類のワク
チンの比較、安全性や医療経済学的評価等について
検証、評価が進められていることから、その経過を
見極めるとともに、他の自治体の動向も注視し、接
種費用の助成を検討してまいります。

ワクチン任意予防接種者が負担する費用と予防接
種費用助成事業による市民の健康増進は。

答答

問

帯状疱疹ワクチン任意予防接種費用助成事
業の創設について

（保健福祉部長）

　本事業は、平成３０年度から測量設計や補償調査
などの委託業務及び地元説明会、地権者交渉など現
在まで継続的に実施しており、本年度は、社会資本
整備交付金を活用し、７筆の用地買収を計画してお
ります。来年度以降も交付金を活用しながら、残り
の用地買収や建物補償などを行い、県道富岡大越線
から大越駅裏のクランク部までを１期工事分として
道路改良工事を進め、令和１５年度の完成を目指し
ております。
　産業団地までの２期工事分は、１期工事の進捗や
交付金事業の状況を見極めながら、引き続き交付金
の要望活動を行い、実施してまいります。

答答

問

（市長）

市道下内白石線の進捗状況と本年度実施の事業、来
年度以降の計画は。

①令和３年度から昨年度の利用状況は。
②今後の利活用促進策は。

老人憩の家寿楽荘老人憩の家寿楽荘

①

②
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問

空校舎について

利活用の状況は。

利活用されているもの
は４件です。

　現存する空校舎は、市内に１５件あり、このうち、
民間への譲渡や貸付け、あるいは市の施設として活
用されているものは４件であります。これ以外の空
校舎については、これまで利活用に係る問合せを受
けながらも、具体的な利活用にはつながっていない
のが現状であります。
　田村市公共施設等総合管理計画及び田村市公
共施設個別施設計画に基づき、現存する空校舎
に係る維持費や老朽の度合い、耐震性や立地条
件などを踏まえつつ、引き続き公売等による譲
渡や貸付けといった手法を検討してまいります。
　一方で、今後の利活用が見込めない空校舎につい
ては、順次解体を進めているところであり、昨年度
は、旧今泉小学校と旧瀬川中学校を解体し、本年度
においては、旧広瀬小学校の解体を予定しておりま
す。

①利活用の状況は。
②解体、民間への売却等は。

答答（総務部長）

録画映像は
こちらから正副議長歴４年以上

大橋　幹一　議長
議会議長在職期間　
田村市議会議長
　　　４年

全国市議会議長会特別表彰

議会議員歴１０年以上

令和６年５月２２日に行われた第１００回全国市議会
議長会定期総会において、大橋議長が特別表彰と感謝状、
２名の議員が特別表彰を受賞しました。

評議員就任感謝状

安瀬　信一　議員
議会議員在職期間　
田村市議会議員
　　　１１年３か月

渡邉　照雄　議員
議会議員在職期間　
田村市議会議員
　　　１１年３か月

半谷　理孝議員半谷　理孝議員

　戦略につきましては、令和４年６月に策定した「第
２次田村市総合計画」の将来像の実現に向け、本年
度に終期を迎える「第２期田村市地域創生総合戦
略」の「産業振興」、「定住・雇用」、「子育て・少子化」、

「関係人口創出」の４本柱の取組みを検証し、改善
を加え、地域の個性や魅力を活かした「第３期田村
市地域創生総合戦略」を策定するとともに、市職員
で構成する「田村市少子化及び子育て支援対策検討
プロジェクトチーム」の検討内容等を踏まえ、人口
減少など地域の課題解決に取組んでまいりたいと考
えております。

戦略は。

答答

問

人口減少対策について

（市長）

旧今泉小学校跡地旧今泉小学校跡地

①

②



田村市議会13

次
の
ペ
ー
ジ
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
は
、「
各
委
員
会
活
動
報
告
」

「
各
委
員
会
活
動
報
告
」「
第
１
回
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し
」
な
ど
で
す
。

「
第
１
回
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し
」
な
ど
で
す
。

６月定例会　各常任委員会活動報告６月定例会　各常任委員会活動報告
総務文教常任委員会総務文教常任委員会
委員長　二瓶　恵美子

議案１件、陳情３件を審査し、議案１件、陳情議案１件、陳情３件を審査し、議案１件、陳情

２件を可決、陳情１件を継続審査すべきものと決定２件を可決、陳情１件を継続審査すべきものと決定

　「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正につい
て」は、無実の人を誤った裁判から速やかに救済する
ために、再審における証拠開示制度の確立、検察官
の上訴を制限し、再審法の手続きの整備を行うため
に、刑事訴訟法の再審規定の改正を求める陳情です。
　審査の過程において、現在の再審規定に問題点があ
ることは理解するが、今後更なる調査を要する、との
判断がなされ、継続して調査を要するものと決定いた
しました。
　その他の、「国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意
見書」の提出を求める陳情書、「学校給食費無償化を
実施することを求める意見書」提出についての陳情に
ついては、それぞれ全会一致で採択すべきものと決定
されました。
　また、議員発議により、意見書提出の議案を提出し、
全会一致で可決されました。

陳情の審査結果陳情の審査結果

市民福祉常任委員会市民福祉常任委員会
委員長　石井　忠重

議案７件、陳情２件を審査し、議案７件、陳情２件を審査し、可決すべきものと決定可決すべきものと決定

所管事務調査所管事務調査
６月１８日に、田村地方衛生処理センター、たむら
水再生センターの現況について現地調査を実施しま
した。

改正の目的は。

（市民課）
後期高齢者支援金等課税額の引き上げは、団塊の世
代等の後期高齢者医療保険事業への移行に伴う支援
を行うためです。

田村市国民健康保険税条例の一部改正田村市国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険法施行令の改正に伴い、条例の一部を改
正するもので、審査中の質疑応答は次のとおりです。

ＡＡ

旧広瀬小学校解体工事請負契約について旧広瀬小学校解体工事請負契約について

入札内容については。

（財政課）
Ｑ

ＡＡ

Ｑ

所管事務調査所管事務調査

６月１８日に、田村市学校給食センターにおいて、
学校給食の現状について、現地調査を実施しまし
た。

応札者は１社で、落札率は９４．３５％でした。

所管事務調査の様子所管事務調査の様子

陳情の審査結果陳情の審査結果
　「市内の主な公共施設の分煙環境整備」については、
市内の公共施設において敷地内禁煙としている施策に
対し、望まない受動喫煙を防止し、喫煙者も非喫煙者
もお互いが気持ちよく生活できるよう、市内の主な公
共施設である市役所本庁舎・観光施設やイベント等へ
の臨時喫煙所の設置など、分煙環境整備を早期に実現
するよう求める陳情です。
　審査の過程において、公共施設での喫煙については
田村市受動喫煙の防止に関する条例に反するため反対
であるとの意見がありました。
　一方、人が集まる場所において分煙環境を整えるこ
とは受動喫煙を防止する上で非常に有効であり、特に
観光施設の分煙環境を整えることで来場者のイメージ
アップにつながることから賛成であるとの意見があり
ました。
　また、条例等に明記されている施設において、分煙
にすべきところと従来どおり禁煙にすべきところを明
確にするよう検討すべきとの意見もありました。
　審査の結果、本陳情は起立採決を行い、賛成多数に
より採択すべきものと決定しました。
　その他の「子どものために保育士配置基準の引き上
げと、労働条件改善による保育士の増員を求める意見
書の提出を求める陳情書については、全会一致で採択
すべきものと決定されました。

所管事務調査の様子所管事務調査の様子
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産業建設常任委員会産業建設常任委員会
委員長　佐藤　重実

予算常任委員会予算常任委員会
委員長　遠藤　雄一

議案２件を審査し、可決すべきものと決定議案２件を審査し、可決すべきものと決定

陳情の審査結果陳情の審査結果
　「福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出陳情書」については、昨今の物価高騰へ
の対応や労働意欲喚起と労働力確保、人口流出抑止
策として、最低賃金の引き上げや改定諮問時期の早
期発効などを行うよう、政府に対して意見書の提出
を求めるものです。
　審査の結果、全会一致で採択すべきものと決定さ
れました。
　また、議員発議により、意見書提出の議案を提出
し、全会一致で可決されました。

訴えの提起について訴えの提起について

ＡＡ

過去の類似案件の件数は。

（都市計画課）
過去に類似案件が６件ありました。

Ｑ

予算常任委員会審査状況予算常任委員会審査状況

議案１件、陳情１件を審査し、可決すべきものと決定議案１件、陳情１件を審査し、可決すべきものと決定

６月定例会　各常任委員会活動報告６月定例会　各常任委員会活動報告

　「訴えの提起について」は市営住宅の１室に入居
したが、住宅使用料を支払わず、かつ、正当な理由
もなく当該居室に居住している実態もないことか
ら、市営住宅の明渡し及び滞納家賃等の支払いを求
めるものです。審査の結果、全会一致で可決すべき
ものと決定されました。

　６月１８日に株式会社デンソー福島において、「水
素の利活用を通じた工場におけるカーボンニュー
ト ラ ル 化」 に つ い て 現 地 確 認 を 実 施 し ま し た。
　水素の製造工程から工場内での利活用の流れを
確認しました。デンソー福島では工場内でグリー
ン水素の製造、および製造した水素の工場ガス炉
内での活用の実証をしており、実際に工場内で製
造した水素を使用し、納品するラジエーターの製
造を開始するなど、取り組みを前進させています。
　今後は、福島地域で水素利活用を推進する仲間の
輪を広げ、福島から全国へ「水素地産地消」モデル
の展開を目指しています。

所管事務調査の様子所管事務調査の様子

予算常任委員会には、令和６年度各会計補正予算の議案２件が付託され、原案のとおり可決すべきものと決定さ
れました。主な審査内容については、次のとおりです。

一般会計補正予算（第１号）について一般会計補正予算（第１号）について

ＡＡ

田村市滝根 B ＆ G 海洋センターの改修工事での工事
箇所は。

（生涯学習課）
今回は、２５ｍプールと幼児用プールの塗装、男女更
衣室の床の改修及び管理棟の屋根の修繕等を予定して
おります。

Ｑ

ＡＡ

県市町村対抗軟式野球・ソフトボール大会の選手用ユ
ニフォームの更新時期は。

（生涯学習課）
以前ユニフォームを作ってから９年ほど経過しており
損耗をきたし、チームからも要望があったため、今回
の補正予算に計上しました。高額のため毎年の更新
は難しいが、おおむね８年から１０年ぐらいでユニ
フォームを更新していきたいと考えております。

Ｑ

所管事務調査所管事務調査

田村市滝根 B ＆ G 海洋センター田村市滝根 B ＆ G 海洋センター
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委員会名 委員長 副委員長 委員

総務文教常任委員会 二瓶恵美子 大河原孝志
遠藤　雄一、吉田　文夫
渡邉　照雄、大和田　博

市民福祉常任委員会 石井　忠重 管野　公治
蒲生　康博、石井　忠治
橋本　紀一、半谷　理孝

産業建設常任委員会 佐藤　重実 吉田　一雄
菊地　武司、猪瀬　　明

　
安瀬　信一

予算常任委員会 遠藤　雄一 吉田　文夫 （議長を除く全員）

議会運営委員会 渡邉　照雄 蒲生　康博
二瓶恵美子、石井　忠重
佐藤　重実、遠藤　雄一

構成団体名 氏　　　名
公立小野町地方綜合病院企業団
議会議員 二瓶恵美子、石井　忠治、橋本　紀一

郡山地方広域消防組合議会議員 大橋　幹一、菊地　武司、半谷　理孝、猪瀬　明、安瀬　信一

議会の構成が変わりました議会の構成が変わりました
　令和６年第１回臨時会が５月１日に行われ、大橋幹一議長並びに渡邉照雄副議長から辞職
願が提出されたことに伴う正副議長の選挙や、各常任委員会等の任期満了（２年）に伴う新
たな委員が選出されました。

議長 大橋　幹一 副議長 安瀬　信一

第1回臨時会のあらまし第1回臨時会のあらまし
○教育長及び教育委員の任命について

　 本 年 ６ 月 ３ ０ 日 を も っ て 任 期 満 了 と な る 教 育 長、 
教育委員１名の任命について下表の方を同意しました。

役　職 区　分 氏　名

教育長 再任 飯村　新市
（いいむら　しんいち）

教育委員 新任 渡辺　隆治
（わたなべ　りゅうじ）

教育長 ・教育委員任命式 ・退任式教育長 ・教育委員任命式 ・退任式

（写真左から渡辺委員、舟田前委員、白石市長、飯村教育長）
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令和 5年度　田村市議会政務活動費収支報告令和 5年度　田村市議会政務活動費収支報告

会派名
（議員名） 政友会 至誠会

市民
net

たむら

改革
未来

たむら
二瓶恵美子 半谷理孝 大橋幹一 計

交　付　額 1,200,000 960,000 720,000 720,000 240,000 240,000 240,000 4,320,000

支
　
出
　
内
　
訳

調査研究費 1,028,360 741,608 688,372 616,013 0 161,557 205,332 3,441,242

研　修　費 0 0 0 0 0 0 0 0

広　報　費 0 0 0 0 0 0 0 0

広　聴　費 0 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情
活　動　費 0 0 0 0 0 0 0 0

会　議　費 0 0 0 0 0 0 0 0

資料作成費 1,420 90 1,330 0 0 90 0 2,930

資料購入費 30,800 0 0 0 0 0 0 30,800

人　件　費 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 1,060,580 741,698 689,702 616,013 0 161,647 205,332 3,474,972

返　還　額 139,420 218,302 30,298 103,987 240,000 78,353 34,668 845,028

支出割合（％） 88.38％ 77.26％ 95.79％ 85.56％ 0.00％ 67.35％ 85.56％ 80.44％

備　　　考

猪瀬　　明
蒲生　康博
大河原孝志
吉田　一雄

橋本　紀一

安瀬　信一
大和田　博
吉田　文夫
管野　公治

菊地　武司
石井　忠治
渡邉　照雄

佐藤　重実
石井　忠重
遠藤　雄一

無会派の議員 無会派の議員 無会派の議員

単位：円

○令和６年度 各会派構成

政　友　会政　友　会

代　表
副会長
幹事長
会　計

猪瀬　　明
蒲生　康博
大河原孝志
吉田　一雄
橋本　紀一

市民 net たむら市民 net たむら

代　表
幹事長
会　計

菊地　武司
石井　忠治
渡邉　照雄

至　誠　会至　誠　会

代　表
副代表
幹　事

大和田　博
吉田　文夫
管野　公治
安瀬　信一

改革未来たむら改革未来たむら

代　表
会　計

佐藤　重実
石井　忠重
遠藤　雄一

無会派の議員無会派の議員

二瓶恵美子
半谷　理孝
大橋　幹一

　同じ意見や考えを持つ議員の集まりを
「会派」といい、会派は自分たちの意見を
市政に反映させるために活動をしていま
す。また、会派に属さずに活動する「無
会派」の議員もいます。
　田村市議会では、議員が３人以上の会
派が「代表質問」を行うことができます。

○会派とは…○会派とは…
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議会事務局からのお知らせ議会事務局からのお知らせ

☆議会中継をインターネットで動画配信しています！！☆議会中継をインターネットで動画配信しています！！

☆市民の声を募集しています！！☆市民の声を募集しています！！

☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！☆市政だより、議会だよりをスマホ用アプリ『マチイロ』でご覧いただけます！！

田村市議会のホームページでは、議会に関する各種情報を公開しています。
定例会等の開催日程や会議録など最新の情報をご覧になることができます。

　「たむら市政だより」、「たむら議会だより」をもっと多くの皆さんに読んでいただけ
るよう、スマートフォン用アプリ「マチイロ」を導入しました。この無料アプリをダウ
ンロードすると、いつでもどこでもスマートフォンなどで「市政だより」や「議会だより」
を読むことができます。
　ダウンロード方法など詳しくは「マチイロ」のホームページをご覧ください！　

議会や市政全般に対するご意見・ご要望などを３６０字程度で住所、氏名を
ご記入いただき、顔写真を同封（添付）して持参、郵送、メールにより議会事
務局までご寄稿ください。
　なお、ご寄稿していただきました原稿について、「市民の声掲載基準」に基
づき、掲載の可否を判断いたします。詳しくは、議会事務局までお問い合わせ
ください。

田村市議会では、インターネットを活用し、本会議中継を動画配信（ライブ及び録画）しております。市のホー
ムページからアクセスしていただくと、代表質問や一般質問などの映像をご覧いただくことができます。
　なお、ライブ配信は議会開催中に、録画配信は議会閉会後 1 週間程度でご覧になることができます。詳しくは、
議会事務局までお問い合わせください。

☆アドレス☆　https://machiiro.town/☆アドレス☆　https://machiiro.town/

請願とは、憲法第１６条に規定された国民の権利として、公の機関に対して要望を述べる行為で、必
ず紹介議員を要しますが誰でも提出することができます。陳情とは、事実上の行為として議員の紹介な
しで提出するものです。 

○請願（陳情）書の書き方と提出方法

　請願書などは、議会事務局へ直接持参して
ください。なお、定例会開会の５日前（土日
祝日を除く）に開かれる議会運営委員会前日
午後５時までに受付したものは、当該定例会
で審議するかどうかを議会運営委員会で判断
しますが、それ以降に受付したものは、次の
定例会前の議会運営委員会で審議するかどう
か判断することになります。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせくだ
さい。
※意見書提出を求める場合は、意見書の案文
を添付願います。

請願（陳情）書
　　　　　　　　　　　　　令和　年　月　日
　田村市議会議長　○○○○　様
　　　  　請願者　住所　○○○○○○○○
　　　　（陳情者）  氏名　○○○○○  印
　　　　（連絡先）  電話番号　○○○○○○○○
　　　　紹介議員　○○○○（署名又は記名押印）
　　　　　　　　　※陳情の場合は不要

　　（件名）　○○○○について
      請願（陳情）要旨　○○○・・・・
　　請願（陳情）事項　○○○・・・・

請願・陳情のお知らせ請願・陳情のお知らせ

【記載例】



９月   2 日（月）初日（招集日）
　会期の決定、提案理由の説明等

９月   4 日（水）代表質問
９月   5 日（木）一般質問
９月   6 日（金）一般質問
９月   9 日（月）一般質問

９月 10 日（火）総括質疑、議案等の常任委員会付託
各常任委員会審査

９月 11 日（水）予算常任委員会審査
９月 12 日（木）決算特別委員会審査
９月 13 日（金）決算特別委員会審査
９月 17 日（火）決算特別委員会審査
９月 18 日（水）決算特別委員会審査

９月 20 日（金）最終日
　各常任委員会審査結果報告、質疑、討論、採決

☆田村市議会ホームページアドレス☆
https://www.city.tamura.lg.jp/site/gikai/

シリーズシリーズ 市民の声市民の声

☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆☆９月定例会の開催予定☆
９月定例会は下記の日程で開催される予定です。議会は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。

なお、傍聴予定日の当日に体調等がすぐれない際は、傍聴をご遠慮くださるようお願いいたします。
詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

シリーズシリーズ 若者の声若者の声

令和６年６月定例会の様子

◆発行責任者：議長　大橋　幹一
◆編集：議会広報委員会
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田村市滝根町
佐藤　佳代子さん

「世界の子どもたちへ
ワクチンを」

　皆さんは、ペットボトルのキャップがワクチンに変えられ
ることを知っていますか。
　私たち、滝根町婦人団体連絡協議会はペットボトルの
キャップを回収し、世界の子どもたちへワクチンを送る活動
をしています。
　令和３年度は約１８０㎏で約９０人分、令和４年度は約
２００㎏で約１００人分、令和５年度はなんと約３２０㎏で
約１６０人分集まりました。ひとりでは到底できないことが、
みんなの協力にて、とても素晴らしい活動になっているなと
つくづく感じています。
　この活動を滝根町だけではなく、田村市全体に広め、もっ
と多くの子どもたちへワクチ
ンを送れたらと思います。市
役所はもとより、各行政局に
キャップを集めるポストを設
置していただきたいと思いま
す。市民の皆さんへの協力の
呼びかけもお願いし、より多
くのキャップを回収できれば
と思います。

船引高校２年生 吉田　彩夏さん
あやか

「ブンケンさんと
ゴミ拾いに参加して」

　私は、地域貢献活動などに取り組んでいる船高アク
ティブリーダー育成プロジェクト ( ※ 1) の活動の一環
で、福島中央テレビ「ブンケン歩いてゴミ拾いの旅」に
出演されている、鈴木文健さんとゴミ拾いを行いました。
　今回は、船引中学生や地域おこし協力隊の方々などたくさ
んの人と協力し活動しました。みんなで道沿いや大滝根川の
川辺のゴミを拾ったのですが、この活動をとおして、私は田
村市をあまりじっくりと見ていないことに気づきました。田
村市はきれいで、目につくところにはゴミは落ちていないの
ですが、実際はペットボトルや空き瓶が目立たないところに
落ちていました。ゴミが川などに入ると、やがて海へと流れ、
最終的に海洋汚染へとつな
がります。そのようなこと
にならないように、一人ひ
とりがゴミを捨てないよう
にすることはもちろんです
が、目には見えない私たち
の意識も高めていく必要が
あると感じました。

さとう
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かよこ よした

【お問い合せ先】　田村市議会事務局
 〒 963-4393
　田村市船引町船引字畑添７６番地２
　電話：0247-81-1223
　市ホームページお問い合わせフォームなどを
　ご利用ください。

議会だよりへのご意見・ご要望をお寄せください！！

議会広報委員

≪広報委員会≫
〈委員長〉　　遠藤　雄一（前列左）
〈副委員長〉　吉田　一雄（前列右）
〈委　員〉後列左から 大河原孝志、佐藤　重実
                              管野　公治、蒲生　康博

※ 1　将来の地域のリーダー育成を目的とした企画で、地域の未来を創る船引
　　高校生が、地域の課題を知り、考えをまとめ、発信していく取組みです。
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